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FlexCloneファイルとFlexClone LUNでサポートさ
れる機能

FlexCloneファイルとFlexClone LUNでサポートされる機能

FlexClone ファイルと FlexClone LUN は、重複排除、 Snapshot コピー、クォータ、
Volume SnapMirror などのさまざまな ONTAP 機能と相互運用できます。

FlexCloneファイルとFlexClone LUNでサポートされる機能は次のとおりです。

• 重複排除

• Snapshot コピー

• アクセス制御リスト

• クォータ

• FlexClone ボリューム

• NDMP

• Volume SnapMirror の略

• 。 volume move コマンドを実行します

• スペースリザベーション

• HA構成

FlexCloneファイルおよびFlexClone LUNでの重複排除

データブロックの物理ストレージスペースは、重複排除が有効なボリュームで親ファイ
ルの FlexClone ファイルまたは親 LUN の FlexClone LUN を作成することによって効率
的に使用できます。

FlexClone ファイルおよび FlexClone LUN で使用されるブロック共有メカニズムは、重複排除でも使用され
ます。ボリュームで重複排除を有効にし、重複排除が有効になったボリュームをクローニングすると、
FlexVol で最大限のスペースを節約できます。

を実行しているとき sis undo 重複排除が有効なボリュームに対してコマンドを実行した場
合、そのボリュームに存在する親ファイルおよび親LUNのFlexCloneファイルおよびFlexClone

LUNは作成できません。

Snapshot コピーと FlexClone ファイルおよび FlexClone LUN
との相互運用性

SnapshotコピーとFlexCloneファイルおよびFlexClone LUNとの間には相乗効果がありま
す。これらのテクノロジを使用する場合は、可能なことと関連する制限事項を把握して
おく必要があります。
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FlexCloneファイルおよびLUNの作成

既存のSnapshotコピーからFlexCloneファイルまたはFlexClone LUNを作成できます。このコピーは、FlexVol

volumeに含まれる親ファイルおよび親LUNに基づいています。

Snapshot コピーを削除しています

FlexCloneファイルまたはFlexClone LUNの作成元であるSnapshotコピーは、手動で削除できませ
ん。Snapshotコピーは、バックグラウンドのブロック共有プロセスが完了するまでロックされたままです。
ロックされているSnapshotコピーを削除しようとすると、しばらくしてから処理を再試行するように求める
メッセージが表示されます。この場合は、削除処理を再試行する必要があります。ブロック共有が完了した
ら、Snapshotコピーを削除できます。

FlexCloneファイルおよびFlexClone LUNによるアクセス制御
リストの継承

FlexClone ファイルと FlexClone LUN は、親ファイルおよび親 LUN のアクセス制御リ
ストを継承します。

親ファイルに Windows NT ストリームが含まれている場合、 FlexClone ファイルもそのストリーム情報を継
承します。ただし、 6 個を超えるストリームを含む親ファイルはクローニングできません。

クォータと FlexClone ファイルおよび FlexClone LUN との相
互運用性

クォータを使用する前に、FlexCloneファイルおよびFlexClone LUNでクォータがどのよ
うに処理されるかを理解しておく必要があります。

クォータ制限は、 FlexClone ファイルまたは FlexClone LUN の合計論理サイズに適用されます。ブロック共
有がクォータを超過する場合でも、クローニング処理でブロック共有が停止されることはありません。

FlexClone ファイルまたは FlexClone LUN を作成した場合、クォータではスペース削減量が認識されませ
ん。たとえば、 10GB の親ファイルの FlexClone ファイルを作成した場合、使用される物理スペースは 10GB

だけですが、クォータ利用率は 20GB （親は 10GB 、 FlexClone ファイルは 10GB ）と記録されます。

FlexClone ファイルまたは FlexClone LUN を作成するとグループクォータまたはユーザクォータを超過する
場合、 FlexVol にクローンのメタデータを保管できるだけの十分なスペースがあれば、クローンの操作は成功
します。ただし、そのユーザまたはグループのクォータはオーバーサブスクライブになります。

FlexCloneボリュームと関連するFlexCloneファイルおよ
びFlexClone LUN

FlexClone ファイルおよび FlexClone LUN とその親ファイルまたは親 LUN の両方を含
む FlexVol ボリュームの、 FlexClone ボリュームを作成できます。

FlexClone ボリューム内に存在する FlexClone ファイルまたは FlexClone LUN とそれらの親ファイルまたは
親 LUN は、親 FlexVol ボリューム内と同じ方法で引き続きブロックを共有します。実際、すべての
FlexClone エンティティとそれらの親は、基盤となる同じ物理データブロックを共有するため、物理ディスク
スペース使用量が最小限に抑えられます。
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FlexClone ボリュームを親ボリュームからスプリットすると、 FlexClone ファイルまたは FlexClone LUN と
それらの親ファイルまたは親 LUN は、 FlexClone ボリュームのクローン内のブロックを共有しなくなりま
す。以降は独立したファイルまたは LUN となります。つまり、ボリュームのクローンはスプリット前よりも
多くのスペースを使用します。

NDMP による FlexClone ファイルおよび FlexClone LUN の処
理

NDMP は、論理レベルで FlexClone ファイルおよび FlexClone LUN に影響を与えます。
すべての FlexClone ファイルまたは FlexClone LUN は、独立したファイルまたは LUN

としてバックアップされます。

NDMP サービスを使用して FlexClone ファイルまたは FlexClone LUN を含む qtree または FlexVol をバック
アップする場合、親エンティティとクローンエンティティの間のブロック共有は維持されず、クローンエンテ
ィティは独立したファイルまたは LUN としてテープにバックアップされます。スペースの削減は失われま
す。したがって、バックアップ先のテープには、拡張された分のデータを格納できるだけの十分なスペースが
必要です。リストア時には、すべての FlexClone ファイルおよび FlexClone LUN は独立した物理ファイルお
よび LUN としてリストアされます。ボリュームで重複排除を有効にすると、ブロック共有のメリットを復元
できます。

FlexVol の既存の Snapshot コピーから FlexClone ファイルと FlexClone LUN が作成されてい
る間は、バックグラウンドのブロック共有プロセスが完了するまではボリュームをテープにバ
ックアップすることはできません。ブロック共有プロセスの進行中にボリューム上の NDMP を
使用すると、しばらくしてから処理を再試行するように求めるメッセージが表示されます。そ
の場合、再試行を繰り返して、ブロック共有が完了した時点でテープバックアップ処理が実行
されるようにする必要があります。

Volume SnapMirror と FlexClone ファイルおよび FlexClone
LUN との相互運用性

Volume SnapMirrorとFlexCloneファイルおよびFlexClone LUNを併用すると、クローン
エンティティは一度だけレプリケートされるため、引き続きスペースを節約できます。

FlexVol ボリュームが Volume SnapMirror ソースで、 FlexClone ファイルまたは FlexClone LUN を含んでいる
場合、 Volume SnapMirror は共有物理ブロックと少量のメタデータのみを Volume SnapMirror デスティネー
ションに転送します。デスティネーションでは物理ブロックのコピーが 1 つだけ保存され、このブロックが
親エンティティとクローニングされたエンティティとの間で共有されます。したがって、デスティネーション
ボリュームはソースボリュームの正確なコピーであり、デスティネーションボリューム上のすべてのクローン
ファイルまたはクローン LUN は同じ物理ブロックを共有します。

スペースリザベーションと FlexClone ファイルおよび
FlexClone LUN との相互運用性

FlexCloneファイルとFlexClone LUNを使用する場合は、スペースリザベーション属性の
仕組みを理解しておく必要があります。

デフォルトでは、FlexCloneファイルおよびLUNは親ファイルおよび親LUNのスペースリザベーション属性を
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それぞれ継承します。ただし、FlexVol volumeにスペースがない場合は、スペースリザベーションを無効に
してFlexCloneファイルおよびFlexClone LUNを作成できます。これは、それぞれの親の属性が有効になって
いる場合でも可能です。

親と同じスペースリザベーションが設定されたFlexCloneファイルまたはFlexClone LUNを作成するための十
分なスペースがFlexVol volumeにない場合、クローニング処理は失敗します。

HA 構成と FlexClone ファイルおよび FlexClone LUN との相
互運用性

FlexClone ファイルと FlexClone LUN の操作は、 HA 構成でサポートされています。

HA ペアでは、テイクオーバー処理またはギブバック処理が進行している間は、パートナー上に FlexClone フ
ァイルまたは FlexClone LUN を作成できません。パートナー上の保留されたブロック共有処理はすべて、テ
イクオーバー処理またはギブバック処理が完了したあと再開されます。
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